
2009年 県立高校 数学入試問題

目次2へ　　解答へ

１ （１）次の計算をせよ。

ア　 4 7 3( )

イ　
18
5

a 3b( )2 ab2

ウ　4 x 3y 2( ) 9 2x y( )

エ　 3 5  3 3 

（２）右の図の円Ｏで∠x の大きさを
　　　求めよ。

（３）　y は x の２乗に比例し、x＝3 のとき y＝-54 である。x, y の関係を式に表

せ。

（４）　下の図のような円錐の側面の展開図が半円であるとき、底面の半径の長さを

求めよ。

－1－
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（５）　すべての面が正三角形である三角錐の展開図を、下の図の線分ＡＢを１辺

として１つ作図せよ。（作図に用いた線は、消さないこと。）

２　　右の図のような6段の階段がある。1個のさいころを
　　投げて、奇数の目が出たときは出た目の数と同じ段数
　　だけ、偶数の目が出たときは目の数の半分の段数だけ、
　　階段をあがっていく。あがっていく途中で⑥段目に達
　　したときは、こえた分だけおりるとする。例えば、⑤
　　段目にいて６の目が出たとき、階段を⑥⑤④と進み、
　　④段目におりる。
　　　最初、床にいるとして、次の問いに答えよ。
　　ただし、さいころの１から６の目の出かたは、
　　同様に確からしいとする。

（１）　さいころを２回投げた後に、②段目に
　　　いる場合のさいころの目の出かたをすべて
　　　答えよ。ただし、１回目が３の目で、２回目が２の目が出たときの答え方は、
　　 （３, ２）と表すことにする。

（２）さいころを２回投げた後に、⑥段目にいる確率をもとめよ。
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３　　ある町のＡ, Ｂ２つの地区では、古紙の回収を実施している。５月に回収した古紙

の重さは、Ａ地区とＢ地区が回収した分を合わせると、８４０kg であった。また、
５月に回収した古紙の重さは、４月と比べてＡ地区は１０％減少し、Ｂ地区は１５％
増加したので、全体としては５％増加した。
　このとき、次の問いに答えよ。

（１）　Ａ地区が４月に回収した古紙の重さを x kg, Ｂ地区が４月に回収した古紙の
　　　重さを y kg として、x と y についての連立方程式をつくれ。

（２）　連立方程式を解いて、Ａ地区が４月に回収した古紙の重さと、Ｂ地区が４月

に回収した古紙の重さを求めよ。
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４　　右の図のような、五角形ＡＢＣＤＥがあり、
　　ＡＢ＝ＢＣ＝ＤＥ＝ＥＡ＝５cm、ＣＤ＝８cm
　　とする。点Ｐ, Ｑは、頂点Ａを同時に出発して、
　　それぞれ五角形の辺上を矢印の方向に毎秒１cm
　　の速さで動くものとする。
　　　点Ｐ, Ｑが頂点Ａを出発してから x 秒後の

　　△ＡＰＱの面積を ycm2 とするとき、次の問い
　　に答えよ。

（１）５秒後の△ＡＰＱの面積を求めよ。

（２）次の各場合について、y を表す式をつくれ。

ア　０≦x≦５ のとき

イ　５≦x≦１０ のとき

ウ　１０≦x≦１４ のとき

（３）　（２）で求めたア～ウの各場合について、
　　　x と y の関係をグラフに表せ。
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５　　右の図のように、ＡＢを直径とする
　　円Ｏと△ＡＢＣがある。辺ＢＣと円Ｏ
　　の交点をＤ、∠Ｃの二等分線と辺ＡＢ
　　との交点をＥとする。
　　さらに、直線ＣＥ上に、ＢＣ＝ＢＦと
　　なるように点Ｆをとる。
　　　このとき、次の問いに答えよ。

（１）　△ＡＥＣ∽△ＢＥＦであるこ
　　　とを証明せよ。

（２）ＢＤ＝９cm, ＤＣ＝３cm, ＡＣ＝４cm のとき, 

ア　ＤＥとＢＦが平行であることを証明せよ。

イ　△ＢＣＦの面積を求めよ。

以上
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